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01 / EXECUTIVE SUMMARY EXECUTIVE EDITION

EVΛƎ が解決するもの
AIの能力ではなく、 AIが行動へ移る直前の意思決定構造を設計する。

中心命題

AIの安全性と説明可能性は、出力後の監査だけでは確保できない。実行前に、起点・候補・判断境界・観測記録を構造化し、行
動結果を次の判断へ戻す必要がある。

EVΛƎは、意識ループと行動ループを非対称に接続した、実行前の意思決定アーキテクチャである。既存の AI、エー
ジェント、業務システムの外側または内部に接続し、実行の直前に判断境界を形成する。

1 E （起点） 依頼・意図・危険信号・違和感など、判断の出発点を明確にする。

2 V （可能性） 単一回答に飛びつかず、複数候補と未来影響を生成する。

3 Λ （判断境界） 実行・保留・停止・再解決の条件と権限を確定する。

4 Ǝ （観測記録） 実行結果と判断過程を記録し、次のサイクルへ戻す。

運用アーキテクチャとしての位置づけ

EVΛƎは、法令や標準を置き換えるものではない。それらを現場の意思決定へ接続し、速度と統制、即応と熟慮、実行と学習を一
つの循環として扱う。
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02 / THE PROBLEM EXECUTIVE EDITION

AI は賢くなった。
しかし、実行責任の構造は追いついていない。

出力中心

多くの AI対策は、出力内容の評価や事
後監査に集中している。実害は出力が
権限・ API・設備・顧客接点へ接続さ
れた瞬間に発生する。

単一経路

従来のワークフローは「生成→実行→
ログ」に偏り、保留・再解決・停止を
構造として持たない。

責任の空白

誰が何を根拠に許可したか、どこで止
めるべきだったかが、後から説明でき
ない。

AIエージェントが業務を自律的に進めるほど、問題は「正しい答えを出すか」から「どの条件で現実を変更してよい
か」へ移る。

実行前に必要な 5 つの問い

何が起点だったか／どんな選択肢があったか／どこで止めたか／誰が決めたか／その痕跡をどう残したか

ハルシネーションは、未検証の出力が実行権限に接続されたときに重大化する。

ブラックボックスは、判断・権限・承認・再試行の連鎖が記録されないことでも生じる。

安全策は、禁止ルールだけでなく、状況に応じて「動く／待つ／止める／考え直す」経路を持つ必要がある。

EVΛƎ の答え

この 5つの問いに、文章ではなく構造で答える。
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03 / CORE CONCEPT EXECUTIVE EDITION

EVΛƎ とは何か
AI実行前の意思決定を、再利用可能な 4段階へ分解する。

E 起点 V 可能性 Λ 判断境界 Ǝ 観測記録

段階 役割 主な問い

E — Origin / Impulse 依頼、意図、異常、制約、危険信号を捉える。 何がこの判断を始めたのか。

V — Possibility 代替案、未来候補、影響、例外を生成する。 他にどの選択肢があるか。

Λ — Decision Boundary 実行条件、禁止条件、権限、しきい値を確定する。 誰が、何を、どこまで許可するか。

Ǝ — Observation / Trace 結果、差分、根拠、承認、再評価条件を残す。 実際に何が起き、次に何を変えるか。

EVΛƎ は AI モデルではない

LLM、ルールエンジン、 RPA、ロボット、業務 APIなどの既存技術と組み合わせて使う。価値は、モデルの能力ではなく、実行
前後の判断構造を明示することにある。

各段階を独立モジュールとして扱えるため、業務ごとに入出力、責任者、しきい値、ログ形式を定義できる。これにより、説
明可能性は「説明文を生成すること」ではなく、「判断過程を再構成できること」として実装される。
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04 / FOUR STAGES EXECUTIVE EDITION

E ・ V ・ Λ ・ Ǝ ：未来を現実へ戻す 4 段階
起点から可能性を広げ、判断境界で実行条件を決め、観測結果を次の循環へ戻す。

E
起点

V
可能性

Λ
判断境界

Ǝ
観測記録

Next
Cycle

E ｜起点

目的・背景・危険信号・外
部制約を取得し、判断の出
発点を明確にする。

V ｜可能性

単一案に飛びつかず、複数
案・非実行案・段階実行案
を生成する。

Λ ｜判断境界

期待値・リスク・コスト・
整合度・権限を統合し、実
行可能範囲を決定する。

Ǝ ｜観測記録

結果・差分・承認者・使用
データ・例外処理・改善条
件を構造化する。

選択部では、用途に応じて候補へスコアを付与できる。

score = α × 期待値 − β × リスク − γ × コスト ＋ δ × 整合度

＋ 期待値
将来価値

− リスク
危険・不確実性

− コスト
時間・負荷

＋ 整合度
方針・権限

重要な点

式そのものではなく、評価軸・重み・承認権限を明示し、後から変更理由を追跡できることが重要である。

EVΛ  White Paper Digest v1.1  |  Amuletplus G.K.Ǝ 5



05 / DUAL LOOP EXECUTIVE EDITION

非対称な二重ループ
熟慮する意識ループと、現実を変更する行動ループを分ける。

意識ループ

Ec 起点

Vc 可能性

A_c 選択

Ec_result 記録

行動ループ

Ea 起動

A_a 実行

Ea_result 結果

Va 未来候補

非対称接続

非対称である理由

考えることと、現実を変更することは同じ重さではない。行動には権限・コスト・不可逆性が伴うため、行動結果は必ず意識ルー
プへ戻され、再評価される。

観測／衝動 候補生成 選択 行動 結果 未来候補

即応が必要な場面では、行動ループを短くして遅延を抑える。

不確実性が高い場面では、意識ループを拡張して候補と根拠を増やす。

結果は次の入力に戻るだけでなく、 Vaが代替案や新しい未来候補へ変換する。
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06 / THREE-PATH FEEDBACK EXECUTIVE EDITION

三経路フィードバック
行動結果を、状況に応じて異なる深さで意識ループへ戻す。

Ea_result

緊急対応経路

Ea_result  Ec→

即時に新しい起点へ戻す。

学習経路 A

Ea_result  Va  Ec→ →

未来候補を新しい意図へ渡す。

学習経路 B

Ea_result  Va  Vc→ →

候補空間と前提を再構築する。

判定指標 典型条件 主な戻り先

危険度 衝突、重大障害、権限逸脱、セキュリティ異常 Ec：即時再起動

満足度／達成度 期待以下、再試行意欲、次の目標形成 Va Ec→ ：新しい起点

予測誤差 誤差が閾値超過し、所定回数継続 Va Vc→ ：候補空間の再構築

ポイント

単に「成功なら続行、失敗なら停止」ではない。結果の意味を、即時反応・次の意図・前提修正のどの層へ戻すかを選ぶ。
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07 / EXECUTION GOVERNANCE EXECUTIVE EDITION

実行前ガバナンス
ポリシーを、実際の判断ゲートへ変換する。

法令・標準 組織ポリシー EVΛƎ 判断境界 実行権限 観測・監査

統制要素 EVΛƎ での実装例

権限境界 役割、承認者、実行可能範囲、上限額、対象環境を Λに定義する。

リスクしきい値 危険度、信頼度、影響範囲、可逆性に応じて実行／保留／停止を分岐する。

人間の監督 重要操作は人間承認へエスカレーションし、承認理由を Ǝへ記録する。

監査証跡 起点、候補、選択理由、モデル・データ、実行結果を決定チェーンとして保存する。

ロールバック 可逆な実行、段階的実行、テスト環境、復旧条件を候補として Vに含める。

実行前統制の価値

後から「なぜ失敗したか」を調べるだけでなく、実行前に「この条件では動かさない」を機械可読な境界として設定できる。

法令・標準やポリシーを、抽象ルールのままではなく現場の判断ゲートへ変換する。

実行権限・停止条件・監査証跡を一体で設計し、説明責任を担保する。

結果は三経路で意識ループへ戻り、次の判断に反映される。
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08 / EVΛƎ ARMOR EXECUTIVE EDITION

企業実装： EVΛƎ ARMOR
既存 AIと業務システムの間に、判断・権限・記録の層を追加する。

ユーザー／業務イベント AI ・エージェント EVΛƎ ARMOR API ・ DB ・設備・顧客接点

BEFORE

入力の目的、データ範囲、許可された
操作、禁止事項を確認する。

DURING

候補比較、リスク評価、承認、段階実
行、保留・停止を制御する。

AFTER

結果差分、判断根拠、例外、再発防止、
次サイクルへの学習を記録する。

ARMORは、特定モデル専用の製品ではない。クラウド LLM、社内モデル、 RPA、 DevOps、ロボティクスなどに接続できる、
企業向け PoC・実装パッケージとして位置づけられる。

既存システムを全面置換せず、実行ポイントへ段階的に導入できる。

ログを「文章」ではなく、監査可能な構造化イベントとして設計できる。

部署・用途・リスクレベルごとに、 Λの判断境界を変更できる。

PoC の焦点

「 AIが答えたか」ではなく、「実行前に何を比較し、どこで止め、どの証跡を残したか」を検証する。
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09 / USE CASES EXECUTIVE EDITION

適用領域
同じ構造を、異なる業界の意思決定へ外付けする。

領域 E ：起点 Λ ：判断境界 Ǝ ：記録

IT / DevOps 変更要求、障害、脆弱性通知 本番権限、影響範囲、承認、ロールバック 変更差分、実行者、復旧、障害影響

教育 学習目標、誤答、意欲低下 教材難度、次単元、介入の要否 理解度、感情変化、継続率、誤差

金融 取引依頼、市場変動、不正兆候 上限額、適合性、承認、保留 根拠、価格、リスク、顧客影響

医療支援 症状、検査値、診療目的 適用範囲、人間確認、緊急度 提案根拠、医師判断、結果差分

ロボティクス センサー、指示、環境変化 安全距離、速度、停止条件 軌跡、異常、回避、再制御

共通する設計原則

対象業界が変わっても、起点・候補・判断境界・観測記録という構造は変わらない。変わるのは、評価指標、権限、しきい値、ロ
グ項目である。

実行リスク

権限逸脱、誤実行、過剰自動化を実行
前に評価する。

監査性

結果だけでなく、選択されなかった候
補も説明対象に含める。

適応学習

緊急、次の意図、前提修正を分けて改
善する。

EVΛƎ White Paper Digest v1.1  |  Amuletplus G.K. 10



10 / VALUE EXECUTIVE EDITION

導入価値
安全性だけでなく、説明可能性・実装速度・組織学習を同時に高める。

透明性

判断をモジュール分解し、どの候補が
除外され、誰が許可したかを再構成で
きる。

適応性

結果を三経路で戻し、即応・短期学
習・前提修正を使い分ける。

実装容易性

既存 AIの外側へ接続し、特定モデルや
業界に依存しない。

従来 EVΛƎ

出力後に問題を検知する 実行前に許可条件と停止条件を判定する

単一の成功／失敗ログ 起点・候補・選択・権限・結果を連鎖で記録する

モデル変更で統制も作り直す モデル非依存の判断境界として再利用する

人間承認が形式化しやすい 承認理由・権限・例外を構造化する

学習が次入力への単純反映 即時反応／新しい意図／候補空間修正に分ける

説明可能性の再定義

EVΛƎにおける説明可能性は、 AIにもっともらしい説明文を書かせることではない。実際の決定チェーンを、後から検証可能な
形で残すことである。
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11 / GOVERNANCE ALIGNMENT EXECUTIVE EDITION

規制・標準との整合
EVΛƎは法令・標準を置き換えず、現場の実行判断へ接続する。

外部枠組み 主な焦点 EVΛƎ との接続

EU AI Act リスクベース規制、透明性、人間の監督、記録、 GPAI
義務 Λで実行条件・監督・禁止を定義し、 Ǝで証跡を保持する。

GPAI Code of Practice 透明性、著作権、安全・セキュリティの実務的遵守支
援

権利留保や使用条件を、解釈・判断・後続利用まで決定チェーンと
して追跡する。

ISO/IEC 42001:2023 AIマネジメントシステムの確立、運用、維持、継続的
改善 組織ポリシーを E・ V・ Λ・ Ǝの運用プロセスへ落とし込む。

NIST AI RMF 1.0 Govern / Map / Measure / Manageによるリスク管理 リスクの文脈化、評価、対応、観測を二重ループとして循環させる。

2026 年の実務環境

EU AI Actは 2024年 8月に発効し、一般的な全面適用は 2026年 8月 2日。 GPAI規則は 2025年 8月から適用され、欧州委員会
は 2026年 8月から執行権限を適用すると案内している。

Sources: European Commission AI Act overview; GPAI Code of Practice; ISO/IEC 42001:2023; NIST AI RMF 1.0. Accessed July 2026.
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12 / INTELLECTUAL PROPERTY EXECUTIVE EDITION

知的財産
中核構造を特許、名称と展開領域を商標で保護する。

特許出願

出願番号： 2025-160873
発明名称：意識ループと行動ループを接続した三経路フィードバック型二重ループ情報処理システム

特許の中心は、記号そのものではなく、意識ループと行動ループを非対称に接続し、行動結果を緊急対応・学習 A・学習 Bの三経
路で意識側へ戻す情報処理構造にある。

区分 商標 出願・登録番号 登録日／状況

第 25類 EVΛƎ 第 70000549号 2025年 12月 24日

第 16類 EΛVƎ 第 7039353号 2026年 4月 24日

IP 戦略

特許は中核アーキテクチャを、商標は市場での識別性とサービス展開領域を守る。第 42類の出願により、 AIソフトウェア、意思決定支援、アプリ
ケーション等の提供領域まで保護を広げ、論文・ホワイトペーパー・ PoC・ライセンスへ接続する。
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13 / EXTERNAL ENGAGEMENT EXECUTIVE EDITION

外部活動と検証
研究、政策対話、企業実装を往復しながら構造を更新する。

領域 主な活動

EU AI governance EU Transparency Register登録。 GPAI Code of Practice Measure 1.3に関するワークショップ参加および Position 
Paper提出。

Public communication Civil Society News Networkで AIガバナンス、 A MA I、子どもと AI責任設計に関する記事を発信。

Enterprise / PoC IT・ DevOps、教育、製造・ FA、金融などを対象に、 ARMOR導入設計とデモを展開。

Research publication EVΛƎの各段階およびフレームワークに関する論考を公開し、構造の言語化と第三者検討を促進。

Human development EVΛƎ MINDを通じて、人間の思考・判断・行動・観測を二重ループとして訓練。

位置づけ

これらは規制当局としての権限を意味しない。 EVΛƎを、技術・社会・制度の接点で検証し、実装可能な形へ磨くための活動であ
る。

EU Transparency Register: 1702237103721-40. Organizational activity descriptions are based on Amuletplus G.K. records as of July 2026.
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14 / ROADMAP EXECUTIVE EDITION

EVΛƎ エコシステムと展開
思想、アーキテクチャ、人材、企業実装、アプリケーションを一つの循環へ。

レイヤー 役割

A MA I AI時代に人間の「間」と「愛」を取り戻す哲学・思想基盤。

EVΛƎ Dual Loop 意識ループと行動ループからなる中核アーキテクチャ。

EVΛƎ MIND 人間の思考回路を更新するトレーニング／思考法。

EVΛƎ MIRROR 内省・振り返りを支援するアプリケーション群。

EVΛƎ NEXUS 選択肢生成、未来シミュレーション、決定記録を行う意思決定アプリ。

EVΛƎ ARMOR 企業 AI・エージェントへ実行前統制を導入する PoC／実装パッケージ。

思想 構造 訓練 アプリ 企業実装 観測・改善

次の段階

参照 PoCの蓄積、監査イベント形式の標準化、業界別プロファイル、パートナーライセンスを通じて、 EVΛƎを汎用的な実行前
ガバナンス基盤へ発展させる。
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15 / CONCLUSION EXECUTIVE EDITION

AI を止めるのではなく、責任を持って動かす。

AIが現実へ接続される時代に必要なのは、能力の競争だけではない。実行前に、何を目的とし、どの可能性
を検討し、誰がどこまで許可し、何を記録するかを構造化することである。

EVΛƎ の約束

起点を捉える。可能性を広げる。判断境界を確定する。結果を観測し、次の未来へ戻す。

EVΛƎは、単一の業界やモデルに閉じた技術ではない。意思決定があり、現実を変更する行動があり、その結果から学ぶ必
要がある場所に接続できる。

Amuletplus G.K.
EVΛƎ Framework / EVΛƎ ARMOR / EVΛƎ MIND

Website: amuletplus.co.jp
EU Transparency Register: 1702237103721-40

Patent Application: 2025-160873

Disclaimer: 本資料は技術的・研究的情報の提供を目的とし、法的助言または規制適合性の保証を構成するものではありません。記載内容は 2026年 7月時点の情報および
Amuletplus G.K.の提供情報に基づきます。
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